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通
称
「
お
城
山
」
と
呼
ば
れ
る
横
根
山
麓
の
標
高

２
４
０
メ
ー
ト
ル
付
近
に
築
城
さ
れ
て
い
た
山
城
の

大
手
口
が
小
国
町
除
雪
セ
ン
タ
ー
前
の
町
道
朴
ノ
木

峠
線
入
口
付
近
に
あ
り
ま
す
。
11
月
13
日
に
置
賜
地

域
の
こ
う
し
た
城
跡
を
巡
る
「
伊
達
な
置
賜
四
十
八

館
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
主
催
：
小
国
町
観
光
協
会
・
共

催
：
山
形
お
き
た
ま
観
光
協
議
会
）」
が
「
お
城
山
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
実
際
に
山
城
跡
や

麓
の
旧
城
下
町
を
歩
き
、
講
師
の
渡
部
眞
治
さ
ん
（
お

ぐ
に
歴
史
文
化
研
究
会
会
長
）
の
解
説
に
耳
を
傾
け

て
、
当
時
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
お

祭
り
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な

ど
大
勢
の
人
が
集
ま
る
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
な
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た

が
、
よ
う
や
く
全
国
的
に
緊
急
事
態
宣

言
が
解
除
と
な
り
、
各
地
で
賑
わ
い
が

戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

町
も
、
感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、

町
内
で
の
体
験
ツ
ア
ー
や
各
種
研
修
会
、

道
の
駅
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

11
月
６
日
に
道
の
駅
で
開
催
し
た
「
白

い
森
秋
ま
つ
り
」
は
、
好
天
に
も
恵
ま

れ
た
く
さ
ん
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
会
場
で
は
熊
汁
や
芋
煮
な
ど
小
国

の
味
覚
が
提
供
さ
れ
た
ほ
か
、
小
国
中

学
生
が
「
小
国
町
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
取
り
組
み
を
紹
介
。
新
た
に
デ

ザ
イ
ン
し
た
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

が
完
売
す
る
な
ど
、
大
盛
況
と
な
り
ま

し
た
。

　

11
月
14
日
に
行
わ
れ
た
モ
ン
テ
デ

ィ
オ
山
形
の
小
国
町
応
援
デ
ー
に
は
、

SnowCherry
とPeak

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
の
２

組
が
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
登
場
。

大
勢
の
観
客
の
前
で
元
気
な
ダ
ン
ス
を

披
露
し
、
小
国
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も

に
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
で
は
、
社
会
情
勢
に

あ
わ
せ
て
賑
わ
い
の
創
出
に
繋
が
る
事

業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

戻
る
戻
る

賑賑
わ
い
わ
い

とと
笑
顔
笑
顔

　このたび、ハーフパイプ脇の花広場に新しいフォト
スポットが完成しました。
　白い葉のシロタエギクでロゴマークをかたどり、「白
い森おぐに」の看板を設置しています。撮影は、ロゴマー
クに陽が当たる午前中がおすすめです。お披露目初日と
なった先日の秋まつりの際には、フォトスポットで撮影
するご家族連れやペット連れの方の姿が見られました。
　花広場には、６～７月に黄色い花を咲かせるニッコ
ウキスゲと９～10月に青い花を咲かせるリンドウも植
栽し、広場を登って花や景色を眺められる遊歩道も整
備しています。
　四季それぞれに楽しめるフォトスポットとして、皆
さんに親しんでいただけたら幸いです。

道の駅白い森おぐに
新たなフォトスポットが誕生！！

▲モンテディオ山形小国町応援デー
ダンスで会場を沸かせます

▼白い森秋まつりでは小国中吹奏楽部も演奏を披露
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令
和
３
年
度
文
化
の
日
表
彰
式
を

　

令
和
３
年
度
文
化
の
日
表
彰
式
を
1111
月
３
日
、
お
ぐ
に
開
発

月
３
日
、
お
ぐ
に
開
発

総
合
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
し
、
本
町
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

総
合
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
し
、
本
町
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

1212
個
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
伊
達
家

個
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
伊
達
家
3434
世
伊
達
泰
宗

世
伊
達
泰
宗

氏
に
よ
る
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

氏
に
よ
る
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度

文
化
の
日
表
彰
式

文
化
の
日
表
彰
式

■
功
労
表
彰

阿
部　

吉
弘　

氏
（
山
形
市
）

　

平
成
３
年
に
小
国
町
立
病
院
院
長

に
就
任
以
来
、
30
年
の
永
き
に
わ
た

り
町
立
病
院
の
発
展
と
町
民
の
健
康

増
進
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
さ
れ

る
な
ど
本
町
医
療
福
祉
の
発
展
と
向

上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

故　

舟
山　

健
蔵　

氏
（
越
中
里
）

　

小
国
町
情
報
公
開
審
査
会
及
び
小

国
町
個
人
情
報
保
護
審
査
会
の
発
足

以
来
19
年
の
永
き
に
わ
た
り
会
長
職

を
務
め
ら
れ
、
そ
の
深
い
識
見
と
経

験
に
よ
っ
て
両
審
査
会
の
円
滑
な
運

営
及
び
制
度
の
普
及
等
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

故　

河
内　

昭
佐　

氏
（
緑
町
）

　

高
校
教
員
時
代
に
培
わ
れ
た
識
見

と
経
験
、
指
導
力
の
も
と
、
小
国
町

文
化
協
会
会
長
な
ど
多
く
の
重
職
を

歴
任
さ
れ
、
本
町
に
お
け
る
文
化
や

教
育
、
地
域
福
祉
な
ど
、
多
方
面
に

わ
た
る
分
野
に
お
い
て
、
そ
の
振
興
、

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

新
野　

八
郎
兵
衛　

氏
（
伊
佐
領
）

　

小
国
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
理
事
長
を
含
め
、
平
成
13
年
か
ら

21
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
同
セ
ン

タ
ー
の
設
立
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
８
年
か
ら
農
業
委

員
に
就
任
さ
れ
、
平
成
20
年
か
ら
６

年
間
は
農
業
委
員
会
会
長
を
務
め
ら

れ
る
な
ど
、
本
町
の
高
齢
者
の
社
会

参
加
の
促
進
と
産
業
基
盤
の
確
立
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

故　

井
上　

市
郎　

氏
（
岩
井
沢
）

　

平
成
８
年
か
ら
農
業
委
員
に
就
任
さ

れ
、
平
成
15
年
か
ら
は
農
業
委
員
会

会
長
を
務
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
平
成

12
年
か
ら
は
小
国
町
認
定
農
業
者
と
し

て
本
町
の
農
業
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
家
族
経
営
農
業
者
の
模
範

と
な
る
な
ど
、
本
町
の
農
業
振
興
に
大

き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

■
感
謝
状

田
中　

丈
二　

氏
（
山
形
市
）

菊
池　

恭
子　

氏
（
小
国
町
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染

が
全
国
的
に
拡
大
し
て
い
る
中
、
感

染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
本
町
が
実

施
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
積
極
的
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
予
防
接
種
に
尽

力
さ
れ
、
町
民
の
安
全
安
心
な
暮
ら

し
の
確
保
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

金
野　

圭
助　

氏
（
横
浜
市
）

　

東
芝
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
㈱
小
国
製
造

所
に
勤
め
ら
れ
た
縁
を
大
切
に
想
わ

れ
、
樽
口
峠
か
ら
見
た
飯
豊
連
峰
を

描
い
た
自
ら
の
絵
画
作
品
を
寄
贈
さ

れ
、
本
町
の
芸
術
と
文
化
の
振
興
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

■
永
年
勤
続
表
彰

民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
12
年
以
上
）

　

齋
藤　

悦
子　

氏
（
北
）　

交
通
指
導
員
（
10
年
以
上
）

　

渡
部　

政
登　

氏（
小
国
小
坂
町
）

農
業
振
興
組
合
長
（
10
年
以
上
）

　

本
多　

大
藏　

氏
（
新
股
）

　

安
部　

貞
二
郎　

氏
（
長
沢
）

◆
記
念
講
演

『　

而じ

こ

ん今　

～
今
が
そ
の
時
～　

』

伊
達
家
34
世
伊
達
家
伯
記
念
會
会
長

　

伊
達　

泰
宗　

氏

▲新野八郎兵衛氏の受賞者代表あいさつ

▲記念講演で乱世を最善の策を講じて生き抜
いた伊達政宗公の生き様を話す伊達泰宗氏
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消
費
税

た
ば
こ
税

法
人
税

住
民
税

酒
税

関
税

所
得
税

固
定

  

資
産
税

国
民
健
康

　
　

 

保
険
税

入
湯
税

　

「
国
民
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
納

税
の
義
務
を
負
ふ
。
」
日
本
国
憲
法
第
30
条
に
こ
の

よ
う
に
規
程
し
、「
勤
労
の
義
務
」、「
教
育
の
義
務
」、

「
納
税
の
義
務
」
を
合
わ
せ
「
国
民
の
三
大
義
務
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
税
庁
で
は
、
毎
年
、
11
月
11
日
か
ら
17
日
を
、

国
民
に
納
税
の
義
務
や
役
割
、
税
務
行
政
に
対
す

る
知
識
や
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、「
税
を

考
え
る
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
月
は
、
税
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と

な
る
よ
う
、
そ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

税税

自
動
車
・

 

軽
自
動
車
税



特集　みんなで考えよう　税について 国
民
健
康

　
　

 

保
険
税

固
定

  

資
産
税

町
税
の
重
要
性

　

税
金
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、

所
得
税
や
消
費
税
な
ど
の
国
が
徴

収
す
る
国
税
と
自
動
車
税
や
町

県
民
税
な
ど
の
地
方
税
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
地
方
税
の
中
に
も
県
税
、

町
税
と
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

こ
で
は
、
町
民
の
か
た
の
生
活
と

密
接
に
関
わ
る
町
が
課
税
・
徴
収

を
行
う
町
税
に
つ
い
て
お
伝
え
し

て
い
き
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
、
町
に
入
っ
て
き

た
お
金
（
歳
入
）
で
は
、
総
額

81
億
９
９
９
６
万
３
千
円
の
う

ち
、
町
税
の
占
め
る
割
合
は
12
・

３
％
の
10
億
６
２
６
万
６
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
左
上
図
が
そ
の

町
税
の
内
訳
と
な
り
、
町
民
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
・
環
境
性
能
割
）、
町
た
ば
こ

税
、
特
別
土
地
保
有
税
（
令
和
２

年
度
は
な
し
）、
入
湯
税
の
６
税

目
に
な
り
ま
す
。
国

民
健
康
保
険
税
は
、

独
立
し
た
事
業
会
計

と
な
る
た
め
、
上
図

に
は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。
町
税
の
う
ち
、

92
・
９
％
を
占
め
る

の
が
、
町
民
税
と
固

定
資
産
税
で
す
。
町

民
税
に
は
、
１
月
１

日
時
点
で
町
内
に
住

所
を
有
す
る
か
た

（
特
例
あ
り
）
に
課

せ
ら
れ
る
個
人
町
民

税
（
住
民
税
と
も
言

個
人
町
民
税
の
仕
組
み

　

個
人
の
町
民
税
と
県
民
税
は
、

　

個
人
の
町
民
税
と
県
民
税
は
、

あ
わ
せ
て
個
人
住
民
税
と
呼
ば
れ

あ
わ
せ
て
個
人
住
民
税
と
呼
ば
れ

て
お
り
、
町
や
県
が
行
う
行
政
サ

て
お
り
、
町
や
県
が
行
う
行
政
サ

ー
ビ
ス
に
必
要
な
経
費
を
住
民
が

ー
ビ
ス
に
必
要
な
経
費
を
住
民
が

負
担
し
合
う
と
い
う
性
格
を
持
っ

負
担
し
合
う
と
い
う
性
格
を
持
っ

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

個
人
住
民
税
は
、
非
課
税
の
か

　

個
人
住
民
税
は
、
非
課
税
の
か

た
を
除
い
た
全
て
の
か
た
が
均
等

た
を
除
い
た
全
て
の
か
た
が
均
等

に
負
担
す
る
均
等
割
、
所
得
金
額

に
負
担
す
る
均
等
割
、
所
得
金
額

に
応
じ
て
負
担
す
る
所
得
割
な
ど

に
応
じ
て
負
担
す
る
所
得
割
な
ど

が
あ
り
、
賦
課
期
日
で
あ
る
１
月

が
あ
り
、
賦
課
期
日
で
あ
る
１
月

１
日
に
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

１
日
に
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
い
る
か
た
や
、
記
録
さ

録
さ
れ
て
い
る
か
た
や
、
記
録
さ

れ
て
い
な
い
場
合
で
も
町
に
住
所

れ
て
い
な
い
場
合
で
も
町
に
住
所

を
有
す
る
と
認
定
さ
れ
た
か
た
が

を
有
す
る
と
認
定
さ
れ
た
か
た
が

納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。
税
額

納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。
税
額

は
基
本
的
に
、
前
年
中
の
収
入
金

は
基
本
的
に
、
前
年
中
の
収
入
金

額
か
ら
必
要
経
費
を
除
い
た
所
得

額
か
ら
必
要
経
費
を
除
い
た
所
得

金
額
を
計
算
し
、
所
得
金
額
か
ら

金
額
を
計
算
し
、
所
得
金
額
か
ら

基
礎
控
除
や
社
会
保
険
料
控
除
、

基
礎
控
除
や
社
会
保
険
料
控
除
、

扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
を
差

扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
を
差

し
引
い
た
後
の
課
税
所
得
に
税
率

し
引
い
た
後
の
課
税
所
得
に
税
率

を
か
け
て
算
出
し
ま
す
。
町
で
は
、

を
か
け
て
算
出
し
ま
す
。
町
で
は
、

毎
年
２
月
初
旬
か
ら
３
月

毎
年
２
月
初
旬
か
ら
３
月
1515
日
ま
日
ま

わ
れ
ま
す
）
と
、
町
内
に
事
業
所

を
有
す
る
事
業
者
に
課
せ
ら
れ
る

法
人
町
民
税
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
前
年
の
所
得
額
に
応
じ
て
税

額
が
決
ま
り
ま
す
。
次
に
固
定
資

産
税
は
、
１
月
１
日
時
点
に
町
内

に
所
在
す
る
土
地
や
家
屋
（
住
ん

で
い
る
住
ん
で
い
な
い
に
関
わ
ら

ず
）、
事
業
用
の
償
却
資
産
（
業

務
で
使
用
す
る
機
械
や
道
具
な

ど
）
ご
と
に
評
価
額
が
定
め
ら
れ

課
税
さ
れ
ま
す
。
評
価
額
は
国
が

定
め
る
基
準
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ

ま
す
が
、
例
え
ば
、
土
地
の
評
価

額
は
、
利
用
状
況
や
条
件
が
類
似

す
る
地
区
ご
と
に
標
準
と
な
る
土

地
を
決
め
、
そ
の
価
格
を
基
準
と

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
形
状
や

立
地
な
ど
に
応
じ
た
補
正
を
行
い

算
出
し
て
い
ま
す
。
家
屋
の
評
価

額
は
、
使
用
さ
れ
る
部
材
毎
に
定

め
ら
れ
た
単
価
に
基
づ
き
、
算
出

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
築
し
て

か
ら
の
経
過
年
数
に
よ
り
、
評
価

額
が
異
な
り
ま
す
。
土
地
・
家
屋

の
評
価
額
は
、
３
年
毎
に
見
直
す

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町税

10億626万６千円

の内訳

個人町民税 31.7%

３億1,964万１千円

法人町民税 5.8%

5,815万２千円固定資産税 55.4%

５億5,740万４千円

軽自動車税 2.4%

2,380万６千円

町たばこ税 4.6%

4,611万３千円

入湯税 0.1%

115万円

町民税合計 37.5%

３億7,779万３千円
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消
費
税

住
民
税

　

こ
う
し
て
、
町
税
と
し
て
納
め

て
い
た
だ
い
た
お
金
や
国
や
県
が

集
め
た
税
金
を
町
に
配
分
さ
れ
る

地
方
交
付
税
な
ど
の
歳
入
を
合
わ

せ
、
毎
年
様
々
な
事
業
に
活
用
し

て
お
り
、
職
員
の
人
件
費
な
ど
の

義
務
的
経
費
、
町
道
の
整
備
や
町

民
総
合
体
育
館
の
外
装
改
修
事
業

税金を納めないとどうなる？？

納税通知書が届く

納期までに納められない

督促状が届く・延滞金が発生

知ってい
ますか？

（
長
寿
命
化
）
な
ど
の
投
資
的
事
業

を
は
じ
め
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

一
方
、
町
税
が
き
ち
ん
と
納
ま
っ

て
い
な
い
と
町
が
行
う
事
業
や
取

り
組
み
な
ど
に
影
響
が
出
る
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
が
進
ま
な
く
な
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
毎
年
３
月

の
町
議
会
定
例
会
に
翌
年
度
の
予

広
が
る
使
い
み
ち　

み
ん
な
が
わ
く
わ
く
す
る
ま
ち
へ

▽休日・夜間　納税相談▽休日・夜間　納税相談
　お仕事などの都合で平日の日中に税金・保険料の納　お仕事などの都合で平日の日中に税金・保険料の納
付や、納税に係る相談を行うことが困難なかたのため、付や、納税に係る相談を行うことが困難なかたのため、
下記のとおり、休日と夜間に納税相談の窓口を設置し下記のとおり、休日と夜間に納税相談の窓口を設置し
ます。この機会にぜひご利用ください。ます。この機会にぜひご利用ください。
◆受付内容◆受付内容　『町県民税・固定資産税・軽自動車税・　『町県民税・固定資産税・軽自動車税・
国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料』国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料』
の納付と納付に係る相談の納付と納付に係る相談
◎休日納税相談◎休日納税相談
■日　時■日　時　12月12日㈰９：00～16：30　12月12日㈰９：00～16：30
◎夜間納税相談◎夜間納税相談
■日　時■日　時　12月13日㈪～16日㈭　12月13日㈪～16日㈭
■日　時　17：30～20：00　17：30～20：00
◎納税相談共通◎納税相談共通
■場　所■場　所　役場　町民税務課　役場　町民税務課
■問合先■問合先　町民税務課　町民税務課収納担当（☎62収納担当（☎62－－2403）へ2403）へ

で
の
間
、
申
告
相
談
を
実
施
し
て

で
の
間
、
申
告
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
申
告
が
必
要
な
方

い
ま
す
の
で
、
申
告
が
必
要
な
方

は
、
必
要
書
類
等
を
準
備
し
来
場

は
、
必
要
書
類
等
を
準
備
し
来
場

く
だ
さ
い
。
申
告
相
談
の
具
体
的

く
だ
さ
い
。
申
告
相
談
の
具
体
的

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
広
報
２
月

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
広
報
２
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

来
年
の
申
告
相
談
で
は
、
住
民

　

来
年
の
申
告
相
談
で
は
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
導
入
さ
れ

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
導
入
さ
れ

る
新
た
な
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

る
新
た
な
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
申
告
後
、
所
得
税
に
影

こ
れ
ま
で
申
告
後
、
所
得
税
に
影

響
の
あ
る
か
た
は
、
所
得
税
の
確

響
の
あ
る
か
た
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
書
に
署
名
押
印
の
上
、
税

定
申
告
書
に
署
名
押
印
の
上
、
税

務
署
に
郵
送
し
て
い
ま
し
た
が
、

務
署
に
郵
送
し
て
い
ま
し
た
が
、

事
前
に
税
務
署
が
発
行
す
る
利
用

事
前
に
税
務
署
が
発
行
す
る
利
用

識
別
番
号
等
を
取
得
し
た
か
た
に

識
別
番
号
等
を
取
得
し
た
か
た
に

つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
デ
ー
タ
伝
送
に
よ
り
行

利
用
し
た
デ
ー
タ
伝
送
に
よ
り
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
署
名
押
印
の
省
略
は
も
と
よ

め
、
署
名
押
印
の
省
略
は
も
と
よ

り
、
税
務
署
に
よ
る
還
付
作
業
も

り
、
税
務
署
に
よ
る
還
付
作
業
も

迅
速
に
行
わ
れ
ま
す
。

迅
速
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
町
で
は
、
納
税
相
談
に

　

さ
ら
に
町
で
は
、
納
税
相
談
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
年
２
回

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
年
２
回

の
夜
間
・
休
日
相
談
で
は
、
日
中

の
夜
間
・
休
日
相
談
で
は
、
日
中

の
来
庁
が
難
し
い
か
た
の
相
談
も

の
来
庁
が
難
し
い
か
た
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。（
右
下
に
案
内
）

活
用
く
だ
さ
い
。（
右
下
に
案
内
）

算
が
認
め
ら
れ
、
使
い
み
ち
が
決

ま
り
ま
す
。
今
後
も
皆
さ
ま
に
納

め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
町
民
生

活
が
豊
か
に
な
る
よ
う
活
用
し
、

「
自
然
を
愉
し
み　

み
ん
な
が
わ
く

わ
く
す
る　

白
い
森
お
ぐ
に
」
の

実
現
に
向
け
、
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

特集　みんなで考えよう　税について

給与や財産を調査の上、差し押さえ

等を行う場合があります

督促状の納期までに納められない

税金は納期限まで納めましょう

広報おぐに　2021.12
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特集　みんなで考えよう　税について

　

私
は
今
年
、
初
め
て
救
急
車
に
乗
っ

　

私
は
今
年
、
初
め
て
救
急
車
に
乗
っ

た
。
大
し
た
怪
我
で
は
無
か
っ
た
が
、

た
。
大
し
た
怪
我
で
は
無
か
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
急
い
で
病
院
へ
運
ん
で
く
れ

そ
れ
で
も
急
い
で
病
院
へ
運
ん
で
く
れ

る
救
急
車
が
と
て
も
あ
り
が
た
い
も
の

る
救
急
車
が
と
て
も
あ
り
が
た
い
も
の

な
ん
だ
と
感
じ
た
。
そ
ん
な
救
急
車
だ

な
ん
だ
と
感
じ
た
。
そ
ん
な
救
急
車
だ

が
、
海
外
の
国
で
は
、
三
百
ド
ル
ほ
ど

が
、
海
外
の
国
で
は
、
三
百
ド
ル
ほ
ど

お
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

お
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

こ
で
私
は
、
な
ぜ
日
本
で
救
急
車
に
乗

こ
で
私
は
、
な
ぜ
日
本
で
救
急
車
に
乗

る
際
に
お
金
を
払
わ
な
く
て
い
い
の
か

る
際
に
お
金
を
払
わ
な
く
て
い
い
の
か

を
調
べ
た
。
す
る
と
そ
こ
に
は
税
金
が

を
調
べ
た
。
す
る
と
そ
こ
に
は
税
金
が

使
わ
れ
て
い
た
。
日
本
の
救
急
車
は
行

使
わ
れ
て
い
た
。
日
本
の
救
急
車
は
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
で
あ
り
、
税
金
が

政
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
で
あ
り
、
税
金
が

使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
無
料
で
あ
る
。

使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
無
料
で
あ
る
。

救
急
車
に
税
金
が
使
わ
れ
な
く
な
る
と
、

救
急
車
に
税
金
が
使
わ
れ
な
く
な
る
と
、

一
回
あ
た
り
、
四
万
五
千
円
が
か
か
る

一
回
あ
た
り
、
四
万
五
千
円
が
か
か
る

と
い
わ
れ
て
い
る
た
め
、
と
て
も
あ
り

と
い
わ
れ
て
い
る
た
め
、
と
て
も
あ
り

が
た
い
。

が
た
い
。

　

そ
の
救
急
車
に
使
わ
れ
て
い
る
税
金

　

そ
の
救
急
車
に
使
わ
れ
て
い
る
税
金

は
ど
こ
か
ら
出
て
い
る
か
が
気
に
な
っ

は
ど
こ
か
ら
出
て
い
る
か
が
気
に
な
っ

た
。
多
分
、
我
々
中
学
生
に
と
っ
て
一

た
。
多
分
、
我
々
中
学
生
に
と
っ
て
一

番
身
近
な
の
は
「
消
費
税
」
で
は
な
い

番
身
近
な
の
は
「
消
費
税
」
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
部
活
帰
り
に
ア
イ
ス
を
買

だ
ろ
う
か
。
部
活
帰
り
に
ア
イ
ス
を
買

う
と
き
等
に
も
消
費
税
は
か
か
っ
て
い

う
と
き
等
に
も
消
費
税
は
か
か
っ
て
い

る
。
そ
の
消
費
税
も
国
税
に
七
・
八
パ
ー

る
。
そ
の
消
費
税
も
国
税
に
七
・
八
パ
ー

セ
ン
ト
、
地
方
税
に
二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、

セ
ン
ト
、
地
方
税
に
二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、

で
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
消
費
税
が
分
け
ら

で
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
消
費
税
が
分
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
な
い
人
も
多
い

れ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
な
い
人
も
多
い

と
思
う
。
そ
れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

と
思
う
。
そ
れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

所
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
税
金
で
救
急

所
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
税
金
で
救
急

車
は
動
い
て
い
る
。

車
は
動
い
て
い
る
。

　

自
分
達
に
は
も
っ
と
身
近
に
税
金
が

　

自
分
達
に
は
も
っ
と
身
近
に
税
金
が

使
わ
れ
て
い
る
場
所
で
あ
る
学
校
が
あ

使
わ
れ
て
い
る
場
所
で
あ
る
学
校
が
あ

り
、
そ
こ
に
は
生
徒
一
人
あ
た
り
、
年

り
、
そ
こ
に
は
生
徒
一
人
あ
た
り
、
年

間
百
万
円
以
上
使
わ
れ
て
い
る
。
普
段

間
百
万
円
以
上
使
わ
れ
て
い
る
。
普
段

何
げ
な
く
楽
し
く
通
っ
て
い
る
学
校
も

何
げ
な
く
楽
し
く
通
っ
て
い
る
学
校
も

教
科
書
等
に
た
く
さ
ん
税
金
が
使
わ
れ

教
科
書
等
に
た
く
さ
ん
税
金
が
使
わ
れ

て
お
り
、
税
金
が
な
く
な
る
と
、
今
の

て
お
り
、
税
金
が
な
く
な
る
と
、
今
の

楽
し
い
生
活
が
変
わ
っ
ち
ゃ
う
の
か
と

楽
し
い
生
活
が
変
わ
っ
ち
ゃ
う
の
か
と

思
う
。

思
う
。

　

最
近
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、

　

最
近
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、

蔓
延
し
て
お
り
、
そ
れ
の
対
策
に
も
た

蔓
延
し
て
お
り
、
そ
れ
の
対
策
に
も
た

く
さ
ん
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
。
新

く
さ
ん
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
治
療
や
検
査
は

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
治
療
や
検
査
は

全
て
税
金
で
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
自

全
て
税
金
で
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
自

分
で
お
金
を
払
う
こ
と
は
な
い
が
、
だ

分
で
お
金
を
払
う
こ
と
は
な
い
が
、
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
気
を
抜
か
ず
、
対
策

か
ら
と
い
っ
て
、
気
を
抜
か
ず
、
対
策

を
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

を
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

　

最
近
、
税
金
を
生
活
保
護
等
に
使
わ

　

最
近
、
税
金
を
生
活
保
護
等
に
使
わ

れ
る
た
め
に
払
っ
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な

れ
る
た
め
に
払
っ
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な

い
等
の
発
言
を
し
、
炎
上
し
て
い
る
人

い
等
の
発
言
を
し
、
炎
上
し
て
い
る
人

が
い
る
け
れ
ど
、
人
が
困
っ
て
い
る
時

が
い
る
け
れ
ど
、
人
が
困
っ
て
い
る
時

助
け
る
気
持
ち
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い

助
け
る
気
持
ち
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い

と
思
う
。
税
金
は
困
っ
て
い
る
人
を
助

と
思
う
。
税
金
は
困
っ
て
い
る
人
を
助

け
る
こ
と
に
も
使
わ
れ
る
わ
け
だ
か
ら
、

け
る
こ
と
に
も
使
わ
れ
る
わ
け
だ
か
ら
、

そ
こ
も
理
解
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

そ
こ
も
理
解
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　

始
め
に
救
急
車
の
話
を
し
た
が
、
最

　

始
め
に
救
急
車
の
話
を
し
た
が
、
最

近
は
救
急
車
が
タ
ダ
だ
か
ら
と
い
う
理

近
は
救
急
車
が
タ
ダ
だ
か
ら
と
い
う
理

由
で
、
タ
ク
シ
ー
の
よ
う
に
使
う
人
が

由
で
、
タ
ク
シ
ー
の
よ
う
に
使
う
人
が

い
る
。
本
当
に
命
に
関
わ
る
よ
う
な
危

い
る
。
本
当
に
命
に
関
わ
る
よ
う
な
危

な
い
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
や

な
い
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
や

め
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
救
急
車
を
呼

め
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
救
急
車
を
呼

ぶ
際
に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
て

ぶ
際
に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
て

は
い
け
な
い
と
思
う
。

は
い
け
な
い
と
思
う
。

　

み
ん
な
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め

　

み
ん
な
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め

に
、
日
本
国
民
は
し
っ
か
り
と
税
金
を

に
、
日
本
国
民
は
し
っ
か
り
と
税
金
を

納
め
て
ほ
し
い
と
思
う
。

納
め
て
ほ
し
い
と
思
う
。

▲長井税務署長賞を中学校校長室で授与されました
　（左より　今校長、大野公暉さん、佐藤長井税務署長）

『
税
に
つ
い
て
の
作
文
』

小
国
中
学
校
２
年
大
野
公
暉
さ
ん
が
長
井
税
務
署
長
賞
を
受
賞

『
税
金
の
あ
り
が
た
さ
』

受
賞
作
文
の
ご
紹
介

大
野　

公
暉

　

将
来
を
担
う
中
学
生
が
税
に
つ

い
て
関
心
を
持
ち
、
正
し
く
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
国

税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
が
主
催
す
る
「
税
に
つ
い
て

の
作
文
」
で
小
国
中
学
校
の
大
野

公ま
さ
き暉

さ
ん
（
２
年
）
が
長
井
税
務

署
長
賞
、
佐
藤
隆り

ゅ
う
じ史

さ
ん
（
２
年
）

が
小
国
町
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

11
月
15
日
に
小
国
中
学
校
で
表
彰

状
を
受
け
取
っ
た
大
野
さ
ん
は
、

「
受
賞
し
素
直
に
嬉
し
い
で
す
。
税

金
は
み
ん
な
が
納
め
る
も
の
で
、

そ
れ
が
救
急
車
な
ど
の
命
に
関
わ

る
も
の
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

し
っ
か
り
理
解
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。」
と
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
佐
藤
長
井
税
務
署

長
は
受
賞
理
由
に
つ
い
て
、「
自
身

の
体
験
か
ら
税
へ
の
関
心
を
深
め
、

国
税
や
地
方
税
の
違
い
な
ど
に
も

触
れ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
を
評
価

し
ま
し
た
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。
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ブ
ナ
林
を
は
じ
め
広
大
な
冷
温
帯

林
に
覆
わ
れ
た
本
町
で
は
、
そ
の
豊

か
な
自
然
を
利
用
す
る
生
業
・
生
産

活
動
が
各
地
で
営
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
な
か
で
培
わ
れ
て
き
た
一

連
の
技
術
や
知
識
、
利
用
の
し
き
た

り
や
儀
礼
。
あ
る
い
は
工
夫
を
凝
ら

し
創
り
出
さ
れ
て
き
た
様
々
な
道
具

（
民
具
）。
そ
れ
ら
も
ま
た
、
先
人
た

ち
か
ら
教
わ
り
、
受
け
継
が
れ
て
き

た
地
域
の
文
化
遺
産
で
す
。

　

ブ
ナ
の
木
々
が
葉
っ
ぱ
を
落
と
す

12
月
。
か
つ
て
、
お
椀
や
盆
な
ど
の

木
地
（
白
木
の
ま
ま
の
器
具
）
作
り

が
盛
ん
だ
っ
た
北
部
の
五
味
沢
集
落

で
は
、
荒
川
本
流
の
上
流
か
ら
伐
採

し
た
ブ
ナ
材
を
集
落
ま
で
運
ぶ
「
木

流
し
」
が
こ
の
時
期
に
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
山
の
中
で
適
当
な
長

さ
に
玉
切
り
し
た
丸
太
を
、
人
が
そ

ば
に
つ
い
て
集
落
近
く
ま
で
流
し
て

い
き
、
そ
こ
か
ら
集
落
内
の
水
路

を
使
っ
て
各
家
の
近
く
ま
で
運
び
ま

す
。
そ
し
て
、
農
閑
期
で
あ
る
冬
の

間
、
そ
れ
ら
を
材
料
と
し
た
木
地
作

り
が
集
落
で
、
昭
和
30
年
頃
ま
で
は

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

木
地
作
り
は
、
材
を
チ
ョ
ウ
ナ
で

荒
削
り
す
る
「
荒
型
取
り
」
と
、
そ

れ
を
轆
轤
（
ろ
く
ろ
）
に
か
け
て
製

品
に
す
る
「
ろ
く
ろ
挽
き
」
に
大
き

く
分
け
ら
れ
ま
す
。
五
味
沢
で
は
、

大
正
10
（
１
９
２
１
）
年
、水
力
（
水

車
）
を
用
い
て
ろ
く
ろ
挽
き
を
す
る

作
業
場
が
で
き
て
か
ら
は
荒
型
取
り

ま
で
が
各
家
で
の
仕
事
と
な
り
ま
し

た
（
チ
ー
ム
「
あ
る
く
・
み
る
・
き

く
」
２
０
１
１
）。
し
か
し
、
そ
れ

以
前
は
人
力
で
ろ
く
ろ
挽
き
も
お
こ

な
い
出
荷
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
初
期
頃
ま
で
は
、
で

き
た
木
地
に
漆
を
塗
る
塗
師
も
五
味

沢
に
い
て
、「
五
味
沢
塗
り
」
と
呼

ば
れ
る
漆
器
も
生
産
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
『
小
国
の
民
俗
風
土
記
』（
奥
村

幸
雄
著
、
１
９
８
１
年
発
行
）
に

は
「
五
味
沢
塗
り
は
何
回
も
丁
寧
に

塗
り
重
ね
る
の
が
特
徴
で
、
手
を
経

る
ご
と
に
美
し
い
艶
が
増
し
て
い
っ

未
来
に
伝
え
た
い

白
い
森
お
ぐ
に
の

そ
の

木
地
作
り

８

▲木地作り関連民具

手動式の轆轤（木製）とチョウナ（２点）、

木地（白い森くらしの資料館所蔵）

た
。
豆
柿
か
ら
と
っ
た
渋
を
黒

漆
に
入
れ
、
ロ
ク
ロ
で
磨
い
て

塗
る
と
、
独
特
の
艶
が
で
て
く

る
。
カ
タ
塗
り
と
い
う
。」
と
、

そ
の
特
徴
に
つ
い
て
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

五
味
沢
に
お
い
て
木
地
作
り

が
い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
か

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
江

戸
時
代
中
後
期
に
は
藩
を
代
表

す
る
産
地
と
し
て
名
を
馳
せ
て

い
た
よ
う
で
す
。
上
杉
鷹
山
公

の
も
と
藩
政
改
革
を
主
導
し
た
米
沢

藩
中
老
、
莅
戸
善
政
（
の
ぞ
き
・
よ

し
ま
さ
）が
寛
政
４（
１
７
９
２
）
年
、

領
内
で
の
生
活
資
源
の
増
産
に
つ
い

て
民
衆
（
藩
士
ら
）
に
意
見
を
求
め

た
「
樹
畜
建
議
並
衆
評
」
（『
山
形
県

史
資
料
篇
４
』
に
収
載
）
の
な
か
で
、

板
谷
（
現
米
沢
市
）
や
広
河
原
（
現

飯
豊
町
）
と
並
び
「
木
地
挽
」（
木

地
作
り
）
の
盛
ん
な
場
所
と
し
て
当

地
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

少
な
く
と
も
１
５
０
年
以
上
の
歴

史
を
有
し
て
い
た
五
味
沢
の
木
地
作

り
。
チ
ョ
ウ
ナ
や
木
地
、
漆
器
な
ど
、

今
も
町
に
残
る
関
連
民
具
は
、
そ
の

よ
う
な
、
技
術
や
知
識
を
駆
使
し
、

朝
日
山
地
の
自
然
を
巧
み
に
資
源
化

し
て
き
た
先
人
た
ち
の
生
き
方
や
活

力
を
後
世
へ
伝
え
る
大
切
な
語
り
部

な
の
で
す
。

参
考
文
献

チ
ー
ム
「
あ
る
く
・
み
る
・
き
く
」
編

　

２
０
１
１
年　

『
東
北
一
万
年
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
６　

五
味
沢
』

（
東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
発
行
）

　　
　
　

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室
）



男 女 合 計

一般行政職 ４人 １人 ５人

医 師 職 ０人 ０人 ０人

技能労務職 ０人 ０人 ０人

そ の 他 ０人 ０人 ０人

合 計 ４人 １人 ５人

一般行政職 税務職 医師職 医療技術職
看護

保健職
福祉職

（保育・介護）
企業職 技能労務職

その他

教育職
合計

令和２年度 96人 ７人 ３人 19人 43人 12人 ２人 ５人 １人 188人

令和３年度 94人 ７人 ２人 19人 42人 12人 ２人 ５人 １人 184人

増 減 －２人 ０人 －１人 ０人 －１人 ０人 ０人 ０人 ０人 －４人

男 女 合 計

定 年 退 職 ３人 １人 ４人

応 募 退 職 ０人 ０人 ０人

普 通 退 職 １人 ３人 ４人

合 計 ４人 ４人 ８人

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

標準的な職務 主事補・主事 主事 主任 係長・主査 室長 課長

職 員 数 22人 12人 ８人 26人 15人 11人

構 成 比 22.9％ 12.5％ 8.3％ 27.1％ 15.6％ 11.5％

住民基本台帳人口
（令和３年３月末）

歳 出 総 額（A） 人 件 費 （ B ） 人 件 費 率（B ／ A） 平成元年度人件費率

7,168人 7,726,265千円 1,082,430千円 14.0％ 14.7％

区 分 職 員 数（A）
給　　与　　費 １ 人 当 た り

給 与 費（B ／ A）給 料 職 員 手 当 期末勤勉手当 計 （ B ）

令 和 ２ 年 度 110人 399,457千円 84,851千円 163,927千円 648,235千円 5,893千円

令 和 ３ 年 度 110人 403,720千円 82,467千円 163,387千円 649,574千円 5,905千円

区 分
令和２年度 令和３年度

平 均 年 齢 平均経験年数 平均給料月額 平 均 年 齢 平均経験年数 平均給料月額

一 般 行 政 職 40.9歳 19.5年 307,300円 40.6歳 19.0年 307,100円

技 能 労 務 職 43.7歳 20.2年 252,500円 44.7歳 21.2年 255,500円

小国町 国

一般行政職
大学卒 182,200円 182,200円

高校卒 150,600円 150,600円

技能労務職 高校卒 147,900円 －

■採用の状況 ■退職の状況

■職員数の状況

■一般行政職の級別職員数の状況

■人件費の状況

■職員給与費の状況

■平均給料月額・平均年齢

■初任給の状況

（令和３年４月１日） （令和２年４月１日から令和３年３月31日）

（令和３年４月１日現在）

（令和３年４月１日現在）

（令和２年度一般会計決算）

（各年度一般会計当初予算）

（各年度４月１日現在）

（令和３年４月１日現在）

※町長、副町長、教育長を除いた人数です。

月 額 期 末 手 当

給

料

町 長 810,000円 ６ 月 期	 1.65月分
12 月 期	 1.65月分
合 　 計	 3.3月分

副 町 長 630,000円

教 育 長 560,000円

報

酬

議 長 340,000円 ６ 月 期	 1.65月分
12 月 期	 1.65月分
合 　 計	 3.3月分

副 議 長 280,000円

議 員 265,000円

■問合先　総務課行政管理担当（☎62－2112）へ

■特別職の報酬の状況 （令和３年４月１日現在）

※特別職の期末手当は、給料月額に35％加算したものに支給割合を乗じます。19.6695月
28.0395月
39.7575月
47.709月

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

24.586875月
33.27075月
47.709月
47.709月

自己都合 応募・定年

※定年前早期退職者に対して２％～45％の加算措置有り

（令和３年４月１日現在）■退職手当

※小国町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、職員数、
給与、勤務条件等の状況について、その概要をお知らせします。なお、詳
細は町ホームページで公開しています。

町職員の給与・人事行政の内容をお知らせします
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　おぐにの子どもの日まつりが11月13日、おぐに
開発総合センターで開催されました。３歳児健診
でよい歯と認められた13人の表彰式から始まり、
昔あそびや人形劇を楽
しみました。クリスマ
スツリー作りでは、ど
んぐりや松ぼっくり、
きらきらした素材を組
み合わせて、思い思い
のツリーをつくってい
ました。

おぐにの子どもの日まつりおぐにの子どもの日まつり

１３人がよい歯の表彰を受章１３人がよい歯の表彰を受章

　日本赤十字社山形県支部から小国町分区へ災
害救護活動用器材のワンタッチテントが交付さ
れ、11月11日に健康管理センターで贈呈式が執
り行われました。小国町での災害発生時に、救
護活動を迅速に展開出来るように交付されたも
のです。災害発生時に限らず、赤十字奉仕団の
活動など、幅広く活用していく予定です。

災害救護活動用ワンタッチテント交付災害救護活動用ワンタッチテント交付

救護活動の迅速な展開に活用救護活動の迅速な展開に活用

地域学講座地域学講座

歴史から町の魅力を探る歴史から町の魅力を探る

　11月14日、地域学講座「歴史をたどるフィール
ドワーク」（主催：教育委員会）が白沼地区で開
催されました。渡部眞治氏（東原、おぐに歴史文
化研究会会長）の案内のもと、才ノ頭峠や白子神
社、清安寺、多福寺などを見学し、江戸時代に宿
駅として栄えた白子沢集落、沼沢集落の歴史につ
いて学びました。11人の参加者は、普段なかなか
見ることのできない町指定文化財や、同地区で受
け継がれてきた行事・慣習について知ることで本
町の新たな魅力にふれることができました。

全国自作視聴覚教材コンクール社会教育部門入賞全国自作視聴覚教材コンクール社会教育部門入賞

「ぶな文化」継承の一助に「ぶな文化」継承の一助に

　令和３年度全国自作視聴覚教材コンクールに
おいて、本間正美さん（小玉川）と蛯原一平さ
ん（幸町）による共同作品「熊わな『オオモノ
ビラ』の復元～小玉川マタギの技と知恵～」が
社会教育部門で入選しました。これは、かつて
小玉川の山中に仕掛けられていた熊わな（オオ
モノビラ）の製作技術を記録し、それに必要な
自然に関する知識を後世へ伝えることを目的と
したものです。新型コロナウイルス感染症の影
響により表彰式が中止となり、11月17日に遠藤
教育長から表彰盾の伝達が行われました。

大きな口を開けてよい歯を見せてくれました
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「北部ん家サロンで世代交流」

　　　　　　　地域おこし協力隊　岩
いわ

井
い

　拓
たく

磨
ま

協力隊通信

series	68
　寒い日が続くようになり、もうじきに雪が降るのだろうなと期待
と不安を感じます。今年はどうか雪が少ないと嬉しいです。
　さて今年も旧あさひ保育園にて北部ん家サロンが始まっていま
す！じいちゃんばあちゃんが集まり、おいしいご馳走をいただいて
います。少し前になりますが、10月14日には小国高校
の小国町探検で北部ん家サロンに高校生４人が来て
くれました！一緒に昼ご飯を食べたり、輪投げを楽し
んだり、折り鶴を作ったりと交流を深めました。高校
生も最初は緊張した様子でしたが、輪投げでばあちゃ
ん達とチーム戦をして、かなり距離が近くなったよう
に感じました。ばあちゃんの料理のおいしさと、輪投
げの奥深さを感じてくれたと思います。サロンのメ
ンバーも若い子たちと交流できたことをすごく喜ん
でいました。とてもいい取り組みになったと思います。
私も負けずに北部ん家サロンをさらに楽しんでもら
えるよう頑張ります！ ▲輪投げでは大事な採点係でした

　11月14日、小国町地区対抗
バレーボール交流大会（主
催：小国町バレーボール連盟）
が町民体育館で開催されまし
た。32人の参加者が、白熱し
た試合を繰り広げ、地区を超
えた交流を深めました。結果
は東南部地区が見事優勝を果
たしました。

小国町地区対抗バレーボール交流大会小国町地区対抗バレーボール交流大会

日頃の練習の成果を発揮日頃の練習の成果を発揮

横川ダム利用の覚書を締結横川ダム利用の覚書を締結

ダムの特性を活かし新たな特産品へダムの特性を活かし新たな特産品へ

　横川ダム堤体内を活用した新たな特産品づく
りがスタートしました。㈱桜川酒造（鈴木正昭
社長）では11月18日、横川ダムの堤体内で下層
に位置する監査廊と呼ばれる年間室温11度で保
たれる、点検用通路に今年春に完成した日本酒
３種類327本を保存し、熟成を促す取り組みを
開始しました。１年程度の熟成期間を経て、ま
ろやかに熟成された日本酒が、新たな町の名
物となることが期待されます。国土交通省の直
轄ダム内を活用した貯蔵の取り組みは東北では
初、全国では10例目になります。写真提供：伊藤正俊さん（叶水）
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入札結果情報（令和３年10月21日～令和３年11月20日実施） 単位（円）

※入札結果情報の金額は消費税及び地方消費税を含みません。

入札日 工　事　名 施行場所 工期（完了） 予定価格 落札業者 落札価格

R3.10.26 令和３年度町岩地区導水路落雪防止梁設置工事 松岡 R3.12.24 2,928,000 斎藤建設㈱ 2,900,000

R3.11.12 令和３年度道路照明灯ＬＥＤ灯交換工事 町原地内外 R4.1.28 4,685,000 ハイコー㈱ 3,320,000

R3.11.17 令和３年度新股九才沢地区長寿命化対策水利施設整備工事 新股 R4.3.15 4,219,000 大和建設運輸㈱ 4,100,000

R3.11.19 令和３年度町道除排雪作業業務委託（第１工区）舟渡、五味沢外 R4.3.31 10,570,000 ㈱髙橋工務店 10,500,000

R3.11.19 令和３年度町道除排雪作業業務委託（第２工区） 金目、貝少外 R4.3.31 8,230,000 ㈱船山工務店 8,200,000

R3.11.19 令和３年度町道除排雪作業業務委託（第３工区） 小渡、増岡外 R4.3.31 10,760,000 白洋社産業㈱ 10,700,000

R3.11.19 令和３年度町道除排雪作業業務委託（第４工区） 西、幸町外 R4.3.31 11,600,000 ㈱横川建設 11,600,000

R3.11.19 令和３年度町道除排雪作業業務委託（第５工区）岩井沢、あけぼの外 R4.3.31 12,660,000 小国開発㈱ 12,300,000

R3.11.19 令和３年度町道除排雪作業業務委託（第６工区）東原、伊佐領外 R4.3.31 11,110,000 安部工業㈱ 11,000,000

R3.11.19 令和３年度町道除排雪作業業務委託（第７工区）叶水、大石沢外 R4.3.31 8,470,000 山和建設㈱ 8,400,000

R3.11.19 令和３年度町道除排雪作業業務委託（第８工区）小玉川、樽󠄀口外 R4.3.31 9,210,000 玉川開発㈱ 9,200,000

R3.11.19 令和３年度町道除排雪作業業務委託（第９工区）沼沢、白子沢外 R4.3.31 8,290,000 遠藤建設㈱ 8,290,000

R3.11.19 令和３年度町道除排雪作業業務委託（第10工区） 癒しの園 R4.3.31 4,360,000 斎藤建設㈱ 4,300,000

R3.11.19 令和３年度町道除排雪作業業務委託（第11工区） なごみ団地 R4.3.31 4,760,000 大和建設運輸㈱ 4,700,000

　第49回衆議院議員総選挙の投開票が10月31日
に行われ、本町における各候補者並びに政党ご
との得票結果は次のとおりでした。

小選挙区選出議員選挙

す ず き　 の り か ず
加 　 藤　 け ん い ち
無 効 票

2,514票
2,030票

51票

【期日前投票者数】

小選挙区選出議員選挙
比例代表選出議員選挙

2,368票
2,366票

比例代表選出議員選挙

投票率74.12％

社 会 民 主 党
立 憲 民 主 党
日 本 共 産 党
自 由 民 主 党
日 本 維 新 の 会
国 民 民 主 党
れ い わ 新 選 組
公 明 党
NHK と 裁 判 し て い る 党
弁 護 士 法 72 条 違 反 で
無 効 票

91票
748.905票

159票
1,769票
163票

672.094票
160票
621票

40票
163票

投票率74.00%

第49回衆議院議員総選挙結果

水道
町立病院

（一般外来）
小国中継施設

（リレーセンター）
町民体育館
あいべ

総合センター

12月29日㈬ 設備佐藤（☎62－5606）

休　　診

通常営業

休　　館

浴室のみ営業
12月30日㈭ 山一住設（☎61－0123）

休　　み

12月31日㈮ 小関住宅設備（☎62－5347）

休　　館
１月１日㈯ パイプライン（☎62－2461）

１月２日㈰ 津島屋電機店（☎62－2404）

１月３日㈪ サトーメンテナンス（☎62－2944）

問　合　先 地域整備課建設管理室
町立病院

（☎61－1111）
小国中継施設
（☎63－2251）

町民体育館
あいべ

総合センター

※町立病院では、急患については一般外来の休診日であっても対応いたします。
※ごみ収集については、全戸配布をしているごみ収集カレンダーをご確認ください。

年末年始の休館情報等について
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今月の納税
　	　12月の税金等の口座振替は、
次のとおりです。振替日の前
日まで、指定の口座に入金し
てください。

●1 2月 2 7日㈪　水道料、固

定資産税、国民健康保険税、後期高

齢者医療保険料

● １ 月 ４ 日 ㈫　介護保険料、

下水道料、簡易水道料、住宅使用料、

保育料、児童福祉使用料

■問合先　町民税務課税政管理室

　　　　　（62－2403）へ

２０２1．１２

　
1212月月のの
保保健健カレカレンンダーダー

＊＊子育子育てて支援センター支援センターからから＊＊

※先月号掲載分以降に新規で登録された求人を掲載しています。
※町ホームページに求人情報を掲載しています。

　右の表は11月19日現在でハローワーク
へ登録された求人のうち、小国町をおも
な就業先としている求人情報です。既
に雇用が確定している場合もありますの
で、ご了承ください。求人情報の詳細
については、ハローワーク長井（☎84－
8609）へ

■12月の広場日程　

休日当番担当歯科医のお知らせ
12月５日㈰ 小国　加藤歯科医院 0238－62－2678

12月12日㈰ 川西　安川歯科クリニック 0238－54－0210

12月19日㈰ 米沢　平間歯科医院 0238－23－8148

12月26日㈰ 南陽　板垣歯科クリニック 0238－50－3348

12月31日㈮ 米沢　村山歯科医院 0238－23－8640

１月１日㈯ 高畠　つちや歯科医院 0238－52－0464

１月２日㈰ 米沢　漆山歯科医院 0238－23－4840

１月３日㈪ 白鷹　五十嵐歯科医院 0238－85－2075

曜日 時間 申込

なかよし広場 月～金 ９：30～11：30・13：00～15：30
（水・金は午後のみ）

不要

子
育
て
講
座

「ヨガ」 12/２㈭10：20～11：10・健康管理センター
※動きやすい服装でズック・タオル・飲み物をお持ちください。

要

「エアロビクス」 12/９㈭10：20～11：10・健康管理センター
※動きやすい服装でズック・タオル・飲み物をお持ちください。

要

「クリスマス会」 12/21㈫10：45～　子育て支援センター 要

１．各健診の日程等

　■３歳児健診
　・期　　日　12月10日㈮
　・受付時間　12：30～13：00
　・対　　象　Ｈ30年４月、５月、６月、７月生まれ

２．場　所　健康管理センター

３．その他　母子健康手帳を持参ください。

４．問合先　
　健康管理センター（☎61－1000）へ

事　業　所　名 職　種 求人数 勤　務　時　間

荒川興業㈱

（請）製造加工【アークカーボン
加工メッキ工程】臨時職員

１人 ８：20～17：10他

（請）製造加工【アークカーボン
加工】臨時職員

１人 ８：20～17：10

長谷川工業㈱小国工場
加工スタッフ（カーボン） １人

８：15～17：15
加工スタッフ（SiC） １人

日本重化学工業㈱
山形事業所小国工場

電子材料の製造等スタッフ（契約社員） 10人
８：15～17：15他

電子材料の製造等スタッフ 20人

㈱山芳工務店 電気設備工（見習い） ３人 ９：00～18：00

㈱サンコーポレーション
（パチンコラッキー７）

ホールスタッフ １人 ８：00～17：00他

ホールスタッフ（パート） １人 ８：00～17：00

㈱旭林業 林業技術士、大型運転手 ２人 ８：00～17：00

クアーズテックマシナリ㈱ 技能職 １人 ８：20～17：10

㈱建設マネジメント北陸 ダム管理補助員 １人 ８：30～17：30他

㈱髙橋工務店 重機オペレーター ３人 ８：00～17：00

小国町介護老人保健施設
温身の郷

（臨）介護員 １人 ６：30～15：00他

■対象者　就学前のお子さんとお家のかた
■利用時の注意点　
　・マスクの着用をお願いします。
　・平熱より１度高い場合は発熱となり利用できません。
　・体調の悪い場合は、利用できません。　
■その他　お気軽にご参加ください。平日はいつでも子育て相談

に応じています。
■問合先　子育て支援センター（おぐに保育園内 ☎62ー2330）

休館日 毎週月曜日・祝日～新着図書～

落 合 康 子
藤 田 芳 康
織守きょうや
原 田 マ ハ
小 林 労 務

◇明るい覚悟
◇屋根の上はおばあちゃん
◇花束は毒
◇リボルバー
◇年金のしくみともらい方
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）

編集後記

あいべイベント12月の

■申込・問合先

　　（☎62－5808）へ

■日　時　12月７日㈫９：00～12：00 

■対象者　どなたでも

■参加費　200円（保険料込）

■持ち物　室内シューズ、飲み物など

■その他　スティック・ボールお貸しします。

■申込締切　12月６日㈪
特定非営利活動法人

戸籍のまど戸籍のまど

誕生おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。

人口のうごき（令和３年10月31日現在）

人口　男・・・3,555人	（＋	１）
　　　女・・・3,562人	（－	８）
　　　計・・・7,117人	（－	７）
世帯数　　　3,014世帯	（－	１）

（ 1 0 月 届 出 分 ）

※この欄に掲載を希望しないかたは、届出の際に
お申し出ください。

丹
小 野
伊 藤
伊 藤
島 貫
須 貝
塚 原
本 間
栗 田
木 村

大 宮
緑 町
玉 川
幸 町

北
岩 井 沢
兵 庫 舘
小 玉 川
舟 渡
古 田

利 明
きみ子
イ ツ
幹 雄

誠
きみ子
みよ子
信 子
裕 己
セ キ

（80）
（71）
（92）
（89）
（73）
（88）
（86）
（91）
（52）
（94）

叶 水 百
も も の す け

之輔中 村
頌

由 梨（
北 芽

め

愛
い

木 村 （

拓 磨
弘 美（ 伊 藤

鈴 木
東 原
東 原

耀
愛 穂（ 五十嵐

嶋 貫
あけぼの
飯 豊 町

令和４年４月からの
新入園児を募集します

施設名
認定
区分

定員
対象児童

（R4.4.1現在）

開所時間（延長保育含む）

平日 土曜日

すみれ保育園
１号 ６人 ３～５歳 ９：00～14：00

（14：00以降預かり保育可）
休園

（預かり保育可）

２・３号 70人 ０～５歳 ７：15～19：15 ７：15～18：15

白百合保育園 ２・３号 60人 ０～５歳 ７：00～19：00 ７：00～17：30

おぐに保育園 ２・３号 60人 ０～５歳 ７：30～18：00

７：30～18：00
（第１・３・５）

７：30～12：30
（第２・４）

【保育所等を利用する場合の認定区分】

認定区分 対象者 主な利用施設・事業 利用できる時間

１号認定
３歳以上のお子さんで、保育を
必要とせず教育を希望する場合

認定こども園（教育部分）
教育標準時間認定

（最低４時間／日）

２号認定
３歳以上のお子さんで、「保育
を必要とする事由」に該当し、
保育を希望する場合

保育所
認定こども園（保育部分）

保育標準時間認定
（最大11時間／日）
保育短時間認定

（最大８時間／日）３号認定
３歳未満のお子さんで、「保育
を必要とする事由」に該当し、
保育を希望する場合

保育所、認定こども園

■保育料（保育所・認定こども園）について
　　町が定める基準に基づき、保護者の課税状況（父

母合算）と児童の年齢により決まります。３～５歳
児は国の制度改正により保育料は無償となりました。

■問合先　健康福祉課福祉担当（☎61－1000）へ

結婚おめでとうございます。

峰 雄
睦（ 舘 山

岩 淵
小 国 町
山 形 市

■申込期間　令和３年12月15日㈬～21日㈫
　　　　　　【８：30～18：00まで受付をしています】
■申　込　書　
　12月１日㈬から健康福祉課、各保育園で配布します。
■申込方法　新たに利用を希望するかたは、申込書と必要

書類（詳細は配布時に説明します。）を提出してください。
（現在入所している保育園で来年度も継続を希望するか
たは、今回の申込みは不要です。）

■申 込 先　 １号認定希望者はすみれ保育園へ
２・３号認定希望者は健康福祉課へ

拓 也
絵 美
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●総合センター（教育委員会事務局） ☎ 62－2141　●健康管理センター（健康福祉課） ☎ 61－1000

●子育て支援センター ☎ 62－2330　●町民体育館 ☎ 62－5421　●あいべ ☎ 62－5808

●町立病院 ☎ 61－1111　●老人保健施設 ☎ 61－1200　●訪問看護ステーション ☎ 61－1002

●斎場夜間受付（17:00 ～ 21:00） ☎ 023－645－3077

●ホームページアドレス http://www.town.oguni.yamagata.jp　●癒しの園ホームページアドレス http://www.ogunibyoin.jp/
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し
た
。

■
営
業
を
終
え
て
■

　

「
予
想
以
上
の
反
響
に
、
衝
撃

と
嬉
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
お

客
様
の
皆
様
に
は
心
か
ら
感
謝
で

す
。
充
実
し
た
１
日
と
な
り
、
人

と
の
関
わ
り
や
繋
が
り
は
本
当
に

心
が
温
ま
る
し
素
敵
な
も
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。
地
域
の
か
た
と
協

働
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
活
性

化
に
繋
が
る
だ
け
で
な
く
、
小

挑挑
め
、
と
も
に

め
、
と
も
に

～ 

小
国
高
校
魅
力
化
通
信
⑧ 

～

！！

令和４年度中央児童室
利用申込受付について

■対　　象　放課後に家庭で養育する
ことができない小学校に就学してい
る児童で、令和４年４月から中央児
童室の利用を希望するかた（現在利
用中のかたも申込みが必要です。）

■申 請 書　12月１日㈬から中央児童
室、各保育園、健康福祉課のいずれ
かでお受け取りください。（町ＨＰか
らダウンロードもできます。）

■受付期間・場所
　12月13日㈪～17日㈮
　８：30～18：00・おぐに保育園

■提出書類　小国町中央児童室入所申
請書および必要書類

■定　　員　80人（定員を超えた場合は、家庭
環境を考慮の上、低学年を優先して入所決定します。）

■申込・問合先
　おぐに保育園（☎62－2242）へ

水道の凍結にご注意ください

冬は凍結による漏水が発生しやすい季節です。冬の備え
として凍結防止の対策をお願いします。

①水抜栓を使用する場合は、ハンドルを最後までしっか
りと締めてください。

②長期間留守にする場合は、閉栓手続きをしてください。
開栓・閉栓の際にそれぞれ手数料を徴収しますが、水
道基本料金（月額1,430円）程度の負担で予防できます。
なお、閉栓後も宅内の水抜きが必要です。

③水道の凍結等により漏水が発生した際は、小国町指定給
水装置工事事業者にご相談ください。

■申込先　地域整備課水道業務担当（☎62－2431）へ

国
町
に
は
素
敵
な
活
動
を
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
大
人
が
い
る
こ
と
を
宣
伝
す
る

機
会
に
も
な
る
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

お
客
様
同
士
の
交
流
が
見
ら
れ
た
と
き

に
は
、
達
成
感
を
感
じ
ま
し
た
。

　

小
国
町
を
更
に
活
性
化
さ

せ
る
た
め
に
も
、
色
ん
な
活
動

に
参
加
し
て
、
多
く
の
人
と
出

会
い
関
わ
り
を
深
め
た
い
で

す
。
お
客
様
の
声
に
あ
っ
た

「
も
っ
と
小
国
町
を
盛
り
上
げ

て
く
だ
さ
い
」
の
声
に
応
え
る

た
め
、
高
校
生
だ
か
ら
こ
そ
出

来
る
こ
と
を
た
く
さ
ん
の
人

を
巻
き
込
ん
で
挑
戦
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

最
後
に
、
場
所
を
提
供
し
て

く
だ
さ
っ
たnaebaco

川
崎
ひ

か
り
さ
ん
、
企
画
か
ら
試
作
、

準
備
、
当
日
の
運
営
ま
で
協
力

い
た
だ
い
た
安
部
シ
ェ
リ
ー
さ

ん
・
吉
岡
潤
一
さ
ん
・
西
村
美

祈
さ
ん
・
中
原
凌
さ
ん
、
ド
ラ

イ
フ
ラ
ワ
ー
づ
く
り
の
た
め
の

お
花
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た

地
域
の
か
た
、
そ
し
て
ご
来
店

く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
」

高
校
生
一
日
限
定
カ
フ
ェ

	

店
長
よ
り

【
高
校
生
一
日
限
定
カ
フ
ェ
大
盛
況
】

相　談

▽行政相談▽行政相談
■日　時　12月11日㈯13：00～15：00
■場　所　役場
■対応者　行政相談委員　林公子氏
■申込・問合先　町民税務課町民生活担当へ

15

●小国町役場　☎ 62－2111 ㈹ fax62－5464

●総務課　　　　　　　　　☎ 62－2112
●観光経済室　　　　　　　☎ 62－2416
●住民窓口担当／町民生活担当　☎ 62－2260
●建設管理室　　　　　　　☎ 62－2431

●総合政策課　　　　　　☎62－2264
●白い森ブランド戦略室　☎87－0821
●国保医療担当　　　　　☎62－2261
●建設技術室　　　　　　☎62－2432

●会計室　　　☎62－2406
●農林振興室　☎62－2408
●税政管理室　☎62－2403
●議会事務局　☎62－2448



ドローンがみた、ドローンがみた、
おぐにの風景おぐにの風景

２
０
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１
 - １

２
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㉚飛泉寺の大イチョウ

　越後街道の宿場町であった市野々集落の飛泉寺の庭前に植えられていたという大
イチョウは、横川ダム建設により伐採対象でしたが、地域住民の強い要望により非
浸水域へと移植されました。水平距離100ｍ、高さ約９ｍもの大移動となりました。
　11月初旬、朝に立ち込めた霧が晴れると大イチョウの鮮やかな黄色、ダム湖（白
い森おぐに湖）の吸い込まれるような青色、上空の水色、色彩豊かな小国の風景が
広がっています。
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